日帝統治下における神社参拝と朝鮮キリスト教 by 金, 文吉
Title日帝統治下における神社参拝と朝鮮キリスト教
Author(s)金, 文吉















                                 






























  韓国は 1885 年に米国と修好条約を締結し、封建思想から西欧思想への門戸を開き、それと
ともにキリスト教宣教事業が開始された。1883年から 1886年にかけて、医師３人と宣教牧師
２人が初代宣教師として入国した。まず、1883年 9月 20日に米国北長老教会の H.G.Allen(医
師)、H.G.Underwood宣教師、H.G.Appenzeller宣教師がともに入国し、さらに 1885年 4月
9 日に米国北監理教会牧師であり牧会宣教師でもあった W.B.Scranton が、その翌月には彼の











 1889 年 10 月には濠洲長老会の H.G.Bavis 牧師姉妹が入国し釜山を中心に活動し、またさ
らに、1892 年 10 月 20 日に入国した米国南長老教会の N.D.Raynolds が湖南地方を中心に活




(Presbyterian Council of Mission)を組織し、韓国宣教において改革信仰と長老教会政治を採
択するように合意することを内容としていた。（７） こうした韓国初代宣教師の宣教における相
互融通性については、C.A.クラーク著『韓国教会とネヴィアス宣教方法』（Korean Church and 
the Nevius Method）によく記録されている。（８）  
 宣教師らは、先ず医療事業として、国営広恵院と済衆病院などの病院を開院した。同病院は
国王、貴族だけでなく、貧しい人々をも、キリスト教の愛と神への奉仕をもって差別なく治療








































































































































 先ず吉善宙牧師から論じることにしよう。彼は1869 年から 1935 年の間に韓国キリスト教
の大復興伝道者として大いに活躍したが、（２５）韓国キリスト教総会長の経歴を持ち、1919年


























 ここで統一教会について簡単に述べておこう。文は1920年旧暦 1月 6日に長老派キリスト





































た有志たちの寄附金も受けた。1919 年 3 月 1 日に運動が起り、組合教会の渡瀬は前述の行為
に関しては、語る言葉にすら窮したことは当然であった。すなわち、『基督教世界』の中では







種 目 昭和１２年 昭和１３年 昭和１４年 計 
戦勝祝賀会         86回        161回        357回         594回 
武運長久祈祷会      2,042回       3,218回      3,793回       9,053回 
国防献金       4,545円       5,093円      6,163円      15,804円 
其他献金（鍮器）         45個        180個        83個        308個 
時局講演会        296回        456回        605回       1,580回 
慰 問         14個         58個        109個        181個 
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慰問袋        209個        594個        777個       1,580個 
前線皇軍慰問金         －         －        600円        600円 
恤兵会        521円        648円        557円       1,726円 
愛国班         －         －        357        357 
 



















全部禁止した。韓国キリスト教は 1945年 8月 1日をもって完全に日本キリスト教団韓国教会





















































社不参拝の主動人物で神社参拝をしないようと、次のように教えた。（５３）    
  ア、神社参拝をした大学校には入学しないように。 
  イ、神社参拝をした教会は、世俗化した教会であるゆえに礼拝には出席しないように。 
  ウ、千年王国実現に協力し、参拝を拒否する運動をすること。   







約聖書列王記上 18 章 40 節を引用し、日本神社の神が真理の神か、 あるいは、天地創造の神
が真理の神かと叫んで対決した。また安利叔が平南知事、宇垣総督, 荒本文武長官に送った歎
願書の内容は次のようになっている。    
  ア、エホバ神は唯一真の神である。 
  イ、エホバ神は天地万物を創造支配する唯一神であり、人類思想を摂理的に導く神である。  
  ウ、エホバ神を信ずる国は祝福を受け、信じない国は刑罰を受ける。 
  エ、神社参拝は罪である。 
  オ、神社参拝を韓国民族に強要しないように。 
  カ、投獄された人々を出獄させること。 
  キ、神は日本国を不遠之間滅亡させる。 












                         
「平安北道」(李基宣牧師 (中心人物)) 
 
新義州   金化俊伝道師  李光禄執事  金承竜執事  呉永思  金昌仁  沈之鉄 
江 界   高興鳳牧師  徐正煥伝道師  長斗煕執事  楊大禄執事 
宣 川   金麟煕伝道師   金義弘伝道師   金信根執事   金枝成伝道師 
  李炳姫執事 
博 川   安利淑 
寧 辺   朴寛淑 
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釜 山   許大是宣教師  秋馬因宣教師  趙寿玉女伝道師  孫明復伝道師 
  金妙年  朴敬愛 
馬 山   崔徳支女伝道師  太邁施宣教師   李賛秀伝道師   李約信伝道師 
咸 安   李鉱続伝道師 
巨 昌   朱南善牧師 
南 海   崔尚林牧師 
普 州   徐徳基宣教師  フエラ宣教師  黄哲道伝道師 善文端長老 
 李奉思勧師 
河 東   朴聖根牧師  金点竜伝道師      
昌 寧   韓英源伝道師 
統 営   崔徳支伝道師 
陜 川   善賛桂執事 
山 清   金如原執事 




  蔡正民牧師  金義昌牧師  李朱元牧師(当時伝道師) 呉真模執事(朱基徹牧師婦人) 
  方啓聖伝道師  呉潤善伝道師  金枝成伝道師 
  朴寛俊長老(平壌移居)  安利淑先生  李炳嬉執事 




ハルビン   金充変執事 
奉  天   朴義ホム伝道師 
撫 順   朴演祉執事 
安  東 金亨楽牧師  崔竜三  桂成秀  金聖心 
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「全羅南道」 
   孫良源牧師 
       韓国無教会主義者金教臣から 
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